
活動内容

感想
考察

歴史・文化学習は、石の話や、カワウソなど今までとは違った視点で、木津川の昔を知ることが出来
たが、参加者が少なく多くの人に聞いてもらえなかったことが残念だった。
野鳥観察会は、ツグミなどの町中にいる鳥は見られたが、水辺の鳥の数は少なかった。時間的な問題
なのか、あるいはたまたまオオタカが上空にいたためか、鳥の種類と数が少なく、名張川での観察結
果とは少し違った結果となった。
遊水地の樋門の工事場所の関係もあったと思われ、次回開催時には場所も含めて検討する必要がある
と思われた。

講師
市川　雄二 氏　(野鳥の会会員)
中平　勝 氏　(伊賀の国地名研究会)

①歴史・文化学習 　9:00～10:00

実施河川レンジャー 西河川レンジャー

実施日

実施場所

活動No H22-2

活動名

平成23年2月19日(土)　9:00～12:00

木津川野鳥観察会と歴史・文化学習

上野遊水地集中管理センター資料室
長田橋周辺木津川河川敷

活動目的
木津川の野鳥観察を行う中で、冬の木津川の様子を知り、川とのふれあいを行うと共に、木津川の歴
史や下流とのつながりを学び、木津川上流管内の住民として川のことを考える機会とする。

参加者 8名(大人7名、小学生1名)

②野鳥観察会　10:00～12:00

伊賀の国地名研究会の中平氏を講師に招き、木津川の歴史や川について講義いただき、長田橋東
詰の淀川遡航終点の碑の見学を含め木津川の歴史についての学習会を実施。

三重野鳥の会の市川氏を講師に、長田橋周辺の木津川河川敷での野鳥観察会を実施。



活動状況

中平氏による木津川の歴史の説明

木津川河川敷での野鳥観察③

淀川遡航終点の碑見学

市川氏による野鳥の説明

木津川河川敷での野鳥観察②

市川氏による野鳥観察まとめ

中平氏によるサヌカイトの説明

木津川河川敷での野鳥観察①


